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名古屋道徳教育研究会

広 報 部

｢授業者の思いを反映した道徳の授業づくり｣

「授業参観で行う道徳授業」

「使ってみたい資料を生かした道徳授業」

など，

先生方がやってみたい道徳授業について

考えていきます！

どなたでも，気軽に参加してください。お待ちしています！

詳細は，野立小 堀 達司 まで！

７月22日(水)18：00～ 教育館３研

実践報告Ⅰ・指導案検討Ⅱ

９月３日(木)18：00～ 教育館３研

実践報告Ⅱ・指導案検討Ⅲ

９月29日(火)18：00～ 教育館３研

実践報告Ⅲ・指導案検討Ⅳ
10月27日(火)18：00～ 教育館３研

実践報告Ⅳ・指導案検討Ⅴ

｢共に生きていこうとする心を育てる道徳指導｣
道徳の時間で，「自己」と「他者」を見つ

めさせるためには……。

【自己中心的な考えをとらえ，内省する場】

【他者の思いに目を向ける場】【自分を高め

る場】といった三つの場を設定し，共に生き

ていこうとする心を育てる指導について取り

組んでいきます！

☆後期の部会日程☆
７月22日（水）18：00～ 教育館４研

９月３日（木）18：00～ 教育館４研

９月29日（火）18：00～ 教育館４研

詳細は，こちらまで！

山田東中 梶田 勉

ある中学生との出会いから

名古屋市道徳研究会顧問校長
鎌倉台中学校長 辰見 直孝

夏は楽しいことがある｡
中学生のスポーツ大会の
応援に行くと，前籍校は
小学校だったため，中学
生になった子どもたちか
ら声を掛けられることが
よくあるからだ。
昨年の夏，あるスポー

ツセンターにバレーボー
ルの応援に行った時のこ

と。通路でばったり出会った中学生が声を掛け
てきた。

「先生，小学生の時は，迷惑を掛けました」
会った瞬間にだれかは分かった。そして彼の言
葉。その言葉を聞いたとたん，泣き出しそうに
なるくらいうれしかった。そして彼，Ａ君の小
学２年生の時のある光景を思い出した。

体育館の入り口で座り込んでだだをこねてい
た横着者のＡ君は，担任の先生の足元をけ飛ば
していた。そこを通りかかり，訳を聞こうとし
た私に対しても同じように八つ当たり。

そんな小学２年生だったＡ君が，前述のあい
さつを出会った瞬間にできたことに，私の頭の
中にはＡ君との小学校での出来事が駆け巡った｡

さて，私たち教員は子どもの幸せづくりを目
指して指導を続けているわけですが，その成果
は遅々として上がらずと思えることがよくあり
ます。

道徳の授業の成果も，目に見える点数に表す
ことができずに，また，子どもたちの態度にな
かなか変化が見られずに，もどかしさを感じる
ことがあるかもしれません。

しかし，「継続は力なり」「千里の道も一歩
から」です。困難は数多くありますが，
Ａ君のような成長を目指して，あせら
ず，根気よく目の前の子どもたちを
指導していこうではありませんか。

日 時 ８月10日（月）14:00～

場 所 名古屋市教育館

第３・４研修室

テーマ

「道徳の授業って，

こんなにすばらしい！」

講 師 名古屋市立南陽小学校長

村上立博先生

※ 夏季道徳講座についてのお問い合わ

せは，

野立小 堀 達司 まで！

こんな話を聞くことができますよ！

☆ 道徳の授業づくりについて

☆ 道徳の授業を学級経営に

生かすポイント

☆ これからの道徳の授業について

など


